
ＣＰＤ情報システムの変更のお知らせ 

建築他団体及び他の建築資格とのＣＰＤ情報の共有化を図るために、ＪＩＡと財団法人建築技術教育普及センター

は建築ＣＰＤ情報システムを共同運営します。 
ＣＰＤの共同運営を開始するにあたり、共通のＣＰＤシステムを立ち上げる必要があります。そのためシステムの

ログインや入力画面を一部変更致しますので会員の皆様のご理解をお願い申し上げます。 
 ※この共同運営は 2006年 5月からの開始を目標にしておりますが、開始から半年程度の移行期間を設けます。 

■変更は以下の３点となります。 
 
【１】ＪＩＡホームページ内、ＣＰＤインフォメーションの「ＣＰＤ参加者用入り口」から会員のＣＰＤ情報に、 

ログインするために必要な 

「会員番号」と「生年月日」がそれぞれ「一級建築士登録番号」と「会員番号」に変更になります。 
※ただし、一級建築士資格をお持ちでない方はどちらもＪＩＡ会員番号を入力していただきます。 

 

 

 

 

 

 

■自主研修申請と取得単位数の確認はログインをすることで行えます。 
 

【２】認定プログラムに参加された際に、現在は「氏名」と「会員番号」で会場にて受付を致しておりますが、 

変更後は「氏名」と「一級建築士登録番号」で受付を致します。 

（移行期間の間は氏名と会員番号でも受付致します） 

※ただし、一級建築士資格をお持ちでない方は「氏名」「ＪＩＡ会員番号」のままになります） 

 

 

 

 

 

 

 

【３】自主研修申請の「形態分類」「分野分類」の表現が変わります 

「形態分類」とは、研修の形式（講習会、見学会等）と、研修に際して受講者であったか講師であったかの立場の分類、

「分野分類」とは、研修の内容の分類です。これらについて、内容は変わりませんがその表現が変わります。 

 
※上記内容の詳細は JIAホームページをご覧下さい。 
■建築 CPD情報システム変更の意義 
建築関連 CPD 情報の共通化のために、上記３点を変更し、他の建築団体・他の建築資格との建築 CPD 情報の共
有を図り、CPD に参加する JIA 会員で他団体の会員である方及び、他の資格をお持ちの方は、そちらにも CPD
取得情報を伝えることができます。また、他団体の認定プログラム情報を容易に知ることができます。 
建築５団体による、建築 CPD情報提供制度運営会議が立ち上がり、ＪＩＡもこれに参加することが理事会決定さ
れております。 
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JIA会員番号 

生年月日 

一級建築士登録番号 

JIA会員番号 

【１】ログインに必要な入力情報が変わります 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■入力部分拡大                               ■入力部分拡大 

 
※ただし、一級建築士番号をお持ちでない方はどちらもＪＩＡ会員番号を入力していただきます。 

 
 
 
 

会員番号が「1111111」、一級建築士番号が「2222222」、生年月日が「1950年 4月 1日」の 
会員の方がログインをする場合 
ユーザーＩＤ：2222222（一級建築士番号） 
パスワード ：11111111（ＪＩＡ会員番号） 
と入力を行うことになり、生年月日は入力が不要になります。 ※下記参照 



【２】認定プログラムに参加された際に受付ける番号が変わります 

 
現在、認定プログラムに参加された際には会場にて「氏名」と「会員番号」を受付致しております

が、変更後は「氏名」と「一級建築士登録番号」で受付を致します。 
（移行期間の間は氏名と会員番号でも受付致します） 
※ただし、一級建築士番号をお持ちでない方は「氏名」「ＪＩＡ会員番号」のままになります） 
 
 
■会場で参加者の名簿を作成する際のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○○講演会参加者名簿 
氏名 会員番号 ・・・ 

建築 一郎 ０６０××××  

建築 二郎 ０６０○○○○  

建築 三郎 ０６０△△△△  

   
 

○○講演会参加者名簿 
氏名 一級建築士番号 ・・・ 

建築 一郎 １１１１１１  

建築 二郎 ２２２２２２  

建築 三郎 ３３３３３３  

   

 



【３】自主研修申請の「形態分類」「分野分類」の表現が変わります 

（３－１）新しい形態分類の単位算定基準と現在の形態分類との対応表 
 
■新しい形態分類と現行の分野分類との対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１、JIA大会は「JIA特別認定講習会」に分類され、１時間あたり２単位が取得できます。 
※２、見学会について 
   宿泊をともなう視察旅行の場合は単位を下記のように換算します。 
    国内：日数×２単位 
    海外：（日数－２）×２単位 
※３、講習会及び見学会で講師を務めた場合には講師としての申請と受講者としての申請を両方行います。 
例：２時間のシンポジウムで 1時間講師を務めた場合 
  ①講師としての申請 （1時間／2単位）⇒「形態・講師」で 0.5時間申請（1単位） 
  ②受講者としての申請（1時間／1単位）⇒「形態・講習会」で 1.5時間申請（1.5単位） 

※４、「建築構造に係る重要業務」「建築設備に係る業務」「業務一般」の３つの形態は、APECエンジニア用の形
態となっており、JIAの CPDでは「実務」とみなされるため単位として認定されません。 

 
 
 
 
 

新しい形態分類 

特別認定講習会 

建築設備士特別認定講習会 

JIA 特別認定講習会※1 

講習会 

見学会※2 

講師 ※3 

執筆 

委員会等 

社会貢献 

専門書誌等購読 

建築構造に係る重要業務 ※4 

建築設備に係る業務 ※4 

業務一般 ※4 

その他 

 

現行の形態分類 

セミナー・ワークショップ 

見学会 

視察旅行 

論文執筆 

論評 

講演会・シンポジウム 

懇談会 

勉強会・説明会・講習会 

職能活動 

奉仕活動 

読書 

その他 

 



（３－２）形態分類変更のイメージ 
 

■自主研修申請画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



（３－３）新しい「分野分類」と現在の「分野分類」との対応表 
 

■新しい分野分類と現行の分野分類との対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分野分類は、現在のＪＩＡは４項目でしたが、統合システムでは１５項目に細分化されます。 
新しい分野がこれまでのどの分野に対応しているかをご確認の上、研修の内容に合わせて「小分類」の中から該当

するものを選択し、ご申請下さい。 
 
倫理／法令分野 
 「倫理」「法律、規準、基準、規格、建築紛争」「その他」 
        ←「建築家の社会的役割」 
設計／監理分野 
「建築計画系」「建築構造系」「建築設備系」（空調、衛生、電機、全般、その他） 

関連分野 
 「関連分野」 
        ←「建築家の実務能力の向上」 
施工管理分野 
 「施工管理（建築）」「施工管理（設備）」 
マネージメント分野 
 「施工・管理」 
        ←「マネージメント能力の向上」 
「事務所等運営」 
        ←「事務所運営について」 

現在の分野分類 

建築家の社会的役割 

建築家の実務能力の向上 

マネージメント能力の向上 

事務所運営について 

 

新しい分野分類 
小分類 大分類 

倫理 
法律、規準、基準、

規格、建築紛争 
その他 

倫理／法令分野 

建築計画系 
建築構造系 
建築設備系 

空調 
衛生 
電気 
全般 
その他 

設計／監理分野 

施工管理（建築） 
施工管理（設備） 

施工管理分野 

生産・管理 
事務所等運営 

マネージメント分野 

関連分野 関連分野 
 



（３－４）分野分類変更のイメージ 
 

■自主研修申請画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  


